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はじめに
なぜ「病い」の経験は，しばしば日記形式で綴られる1）のだろうか。
日本において，がん患者によって書かれた多くの「闘病記2）」が特に数多く出版され，「日の目
を浴び」3）はじめたのは，1980年代からである（表１）。もちろん，自身の「闘病」を記録し出版す
るという行為は，正岡子規［1934］による『病床六尺』の例があるように，それ以前から見るこ
とができる。しかし，1980年代以前とそれ以降では，出版される「闘病記」数の増大と書き手が
執筆を生業とする者から市井の人々へと拡大した点で大きく異なっている4）。
（表１）年代別がん「闘病記」出版数の推移
年代 1950’s 1960’s 1970’s 1980’s 1990’s 2000’s 2010’s 合計（冊）
闘病記出版数 1 3 38 151 405 739 115 1452
ところで，出版された「闘病記」の多くは，自伝的「闘病記」として書かれている。ここでの自
伝的「闘病記」とは，①発病までの人生，②病気のはじまり，③「闘病」の過程・経過，④現在の
状況について自伝的に書かれたもののことをさしている5）。本稿における自伝的とは，自分（また
は個人）の生涯を題材とし，自己探求的に，あるいは「病い」やそこから発生する出来事に対して，
自分の生涯の出来事を当てはめて解釈しながら，書かれていくことを意味している6）。
A・マッキンタイアは，「物語の形式によって自己を考えることは自然なこと」であり，「自己の
統一性は，物語の統一性のうちにある」［Maclntyre 1984＝1993：250-252］と述べている。「私た
ちはみな自分の人生で物語を生きているのであり，その生きている物語を基にして自分自身の人生
を理解している」のである［同上：259］。このマッキンタイアの議論をふまえて，「病いの〈わた
し〉」とは，「病い」を契機として綴られていく〈わたし〉としておく。つまり，「病いの〈わた
し〉」は，「病い」という「物語を基にして自分自身の人生を理解し」，「物語を語る」［同上：259：
264］〈わたし〉のことであり，「病い」になって初めて認識され，綴られていく〈わたし〉のこと
である。
この「病い」の〈わたし〉を綴る「闘病記」には，さまざまなスタイルがある。文字通りの「自
伝」もあれば，短歌，俳句，詩やイラストなどの形式をとるものもある［江國1999；かえる2007］。
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その中にあって，日記の形式を用いたものが，実は数多くある［江國2000；奥山2005a；2005b］。
本稿ではそこに注目したい。
「闘病記」における日記形式の利用法は，二つに大別することができる。一つは，高見順の『闘
病日記』のように，全て日記形式で構成する方法である［高見1990］。もう一つは，「闘病記」の
一部にある特定期間の日記を挿入する方法である［山川1989；吉川1999；絵門2003］7）。
こういった日記形式の「闘病記」が生み出されてきたことには，日記という形式がもつ機能が関
係していると思われる。ゆえに，本稿では，「病いの〈わたし〉」を「闘病」日記として綴る意味に
ついて，その形式性に注目して論じる。
そこで，まず１節では，〈わたし〉という存在を綴るうえでの日記の定義とその特徴について述
べ，日記の生活習慣化と成立について確認を行う。次に，２節では，「闘病」日記に典型的なもの
として，①日記作家である高見順によって「闘病」以前から綴っていた日記の継続として綴られた
『闘病日記』，②執筆を生業としない中学生の池田泰佑が自身の「闘病」経験を契機に綴った『わか
ったか，白血病。相手みてからけんか売れ─15歳の元ヤンキー闘病日記（以下，わかったか，白
血病。）』，③日記形式を挿入した「闘病記」である絵門ゆう子『がんと一緒にゆっくりと─あら
ゆる療法をさまよって（以下，がんと一緒にゆっくりと）』をとりあげる。最後に，３節において，
「病い」の経験に日記形式が適用される意味について述べていくことにする。
１．「闘病」日記の考察に向けて
（1）近代的自己を表現する形式としての日記の成立
G・H・ミードによれば，自己とは「実体というより，身振り会話が生物体の内部に内面化され
てきた過程」［Mead 1934=2005：191］であり，近代的自己は，自己再帰性によって自己の内部へ
他者のまなざしを変換することによって成立する。周知のように J・J・ルソーは，「自然のままに，
まったくの真実のままに正確に描かれた唯一の人間像」［Rousseau 1770 = 1966：5］すなわち，
〈読み手に知られたい自己〉が存在することを自伝的著書『告白』の中で高らかに宣言したのであ
った。
この近代的自己を表現する場のひとつとして，日記が挙げられる8）。そこで，ここからはヨーロ
ッパにおける自伝文学や日記文学研究を行っているP・ルジェンヌ，フランス文学の立場から日記
を研究しているB・ディディエ，日本の日記研究で知られるD・キーンらの議論を用いながら，日
記の定義と特徴を確認していくことにしよう。
①日記の定義とその特徴
ディディエは，日記を「特定の日付が記載された書き物」であると定義している［Didier 1976 
=1987：218］。また，日記は「暦の時間にそって書かれる『わたし』の物語である」とも定義され
ている［石川 1997：84-85］。
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ディディエによれば，日記の特徴として，次の３点をあげることができる。①日記の普及と開花
は，資本主義的な社会と文化の発展を前提としているが，むしろ日記に記されているのは，その社
会に対する違和感であること，②日記の成立は，近代的な家族形態と深く関わっているにもかかわ
らず，そうした家族制度自体はむしろ，日記作者の怨嗟の的となっていること，③日記の発展は，
無名の個人や日常生活のひとつのかけがえのない価値として認められ，自覚されていく過程を示し
ており，その意味で日記は，近代的な自我の形成に大きな役割をはたしたということである［Didier 
1976=1987：29-104］。
本稿では，日記を次のように定義する。
日記とは，「一種の自己探究の書」や時としては「告白の書」ともいうべき性格をもつ「特定の
日付が記載された書き物」である［Keene 2001b：18；Didier 1976=1987：218］。同時に，日記は
「当人が日々の生活で経験する様々な出来事や抱いた数々の感情が，さほど時間を置くことなく記
され」た個人や生活の記録でもある［Denzin 1989：193］9）。
さらに，ここで指摘しておきたいのは，日記が個人や生活の記録であるという場合，われわれが
「本人が自分で書きとめたものである日記は，本人やその周辺で生きた人々の生活の事実や考えや
感情に我々が生々しく接しうる」ものとして扱っている点である［中野1981：225］。中野が指摘
するように，ルソーが『告白』冒頭で記したような「自然のままに，まったくの真実のままに正確
に描かれた唯一の人間像」［Rousseau 1770=1966：5］を書き手が綴っているという暗黙の了解が
読者の側に存在するのである10）。この前提があるからこそ，われわれは日記に「資料」としての価
値を見いだしている。
②日記の成立と生活習慣化
それでは，われわれが慣れ親しんでいる日記は，どのように成立したのであろうか。
生活史研究を展開したK・プラマーは，S・ピープス（1633-1703）に近代的日記の起源を求めて
いる［Plummer 2001：48-52］11）。なお，近代的日記とは，①一日の出来事を記録すると共に「告
白の集積所であり，また同時に贖罪の手段としての」信仰日記の機能を持ったものである。さらに，
②一日の収支を記録する会計簿の要素を持ち，③自身にしか分からない暗号（速記号）を用いるな
ど日記を他者に読まれないようにすることで「読者を未来の自己のみに限定して」いるものをいう
［Didier 1976=1987：67；小林2000：75］。ヨーロッパで近代的日記をつける生活習慣が拡まるのは，
18世紀末であり，これは前述の自伝文学の成立と同じ時期にあたる［Didier 1976=1987；Hocke 
1991=1991］12）。
一方，日本で日記が生活習慣化するのは，1890年以降である13）。その理由は，次の二点にあると
考えられる。一つは，博文館が1895年に懐中日記，1896年に当用日記を販売開始し，「様式化され，
市販された日記の先駆け」［小林2000：77］となったからである。二つは，1900年代になると，日
本初の女性ジャーナリストであり思想家である羽仁もと子が婦人之友社から『家計簿』『主婦日
記』を発売し，日々の自己管理を目的とした思想を普及させたため，男性だけでなく女性にも日記
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が生活習慣化していったためである［同上：80-81］。
1900年代以降，日記帳の普及によって日記の書誌的様式が確立していくことになる。生活習慣
化された日記は，石川啄木『ROMAZI NIKKI─啄木・ローマ字日記』［1909］や永井荷風の『断腸
亭日乗』［1917-1959］以降，徐々に出版されるようになった［石川1977；永井1987］。これ以降の
日記は，「日常的な書く実践のなかでももっとも私的なもの」であるにもかかわらず，「作者の死後
に公表される日記がふえるにつれ」，読者を「未来の自己のみに限定」せず，「むしろ想像以上に定
型的なスタイルで書かれる」ようになってきた［小林2000：78］。その中で生まれたひとつのジャ
ンルが「闘病」日記である。
（2）「闘病」経験を綴る形式としての日記
日本で数多くの「闘病」日記が綴られるようになるのは，1980年代以降のことである。しかし，
日記に「病い」や看病について綴ること自体は，1980年代以降に顕著に見られる特徴ではない14）。
「闘病」日記が1980年代以前の日記と異なるのは，後者の日記が「私的な領域で書かれた」「秘め
たるもの」であったのに対し，前者は，市井の人々の「私的な領域」を綴ったものが「（表に）表
れたるもの」になった点である［小林2000：73］。
では，日記という形で綴られた「闘病」の記録にはどのような特徴があるのだろうか。
前述のキーンは，ひとたび「マラリアとか，他の熱帯病に罹った」ような時には，「平明で，む
しろ非文学的な表現」，たとえば「『痛い！』といった単純な叫び」が「はるかに効果的」となると
述べている［Keene 2011a：24-25］。さらに，このような時に綴られた「日記は途端に，ほとんど
堪えがたいほど感動的になってくる」という［同上］。すなわち，戦争や「病い」など生と死を認
識せざるをえないような「いちじるしく劇的な状況の中で書かれた日記は，かりに書いた当人にさ
したる文才がなくとも，その状況自体の異常さゆえに，たいていの場合読んで興味深い」ものとな
るのである［同上 2012：15］。　
一方，「日記という形式には」，「時間の推移」という「いわば一種出来合いの構造が備わってい
る」のであり，「日記を付けることは，言ってみれば時間を温存することである」という［同上
2012：22］。日本の日記文学を研究している紀田順一郎も同様の指摘をしている。紀田によれば，
「たしかに単なる学校の宿題から発展しただけという場合もあり得るが永続した日記には必ず相応
の理由がある」のであり，それは「一口でいえば，自らの人生に何らかの展開があると予想された
場合である」［紀田1988：212］。
つまり，がんの発見という「いちじるしく劇的な状況」に陥った「病いの〈わたし〉」が「『痛
い！』といった単純な叫び」を綴る時，日記のなかに，一連の「いちじるしく劇的な状況」下の
「時間の温存」がはかられているのである。
それでは，現在までに出版された主な「闘病」日記の特徴について確認しておこう15）。　
公表方法や日記のスタイルにおいては，はじめから「闘病」日記として作品化したもののほかに，
①ブログからの書籍化したもの［奥山2003；2005a；2005b；河本2010；川崎2011；723（ナナニー
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サン）2011］や，②交換日記がある［三原2001；Metis（メティス）& 和子（メティスのママ）2012］16）17）。
次に，執筆者の職業の点から，①ジャーナリストなどの文筆者，②俳優・歌手など，③（定年後
の元会社員なども含む）会社員，公務員など，④主婦など，⑤未成年者（就学以前，小中高校生）
や⑥患者の両親，親族などに大別できる。この執筆者の職業から，「闘病」日記に特有の偏りは認
められない。
このように，執筆者や公表方法などの点からは，「闘病」日記ならではの特徴を見ることができ
なかった。そこで，次節では「闘病」日記の綴られ方に着目し，いくつかのタイプを抽出してみる
ことにする。
２．日記形式で綴られるさまざまな「闘病」日記のタイプ
１節では，〈わたし〉を綴る形式としての日記の定義とその特徴，日記の成立と生活習慣化と
「闘病」経験を基点に綴られる日記について検討してきた。本節では，「闘病」日記の三つのタイプ
（①日常生活を綴る日記から「闘病」日記へと移行する，②「闘病」を基点として「闘病」日記が
綴られる，③「闘病」日記を自伝的「闘病記」に挿入する）を見ることにしよう。他のタイプとし
て，④患者の家族が記録として綴った看護日誌の色合いの強いもの，⑤書簡や歌集と共にまとめら
れ「闘病」経験の証もしくは資料として位置づけられているものなどもあるが，本稿では，①から
③のタイプを扱う。なぜならば，①は日記を綴り慣れていることで抵抗なく「闘病」日記を綴りは
じめるタイプ，②は「闘病」という強い動機によって綴りはじめるタイプ，③は「闘病記」として
公表する際に意図的に日記の挿入を行うタイプだからであり，いずれも「闘病」体験が日記化され
る動機や機能の点から採り上げるに値する重要な類型であると考えられるためである。なお，各事
例の書き手の詳細については，表２の通りである。
以下では，それぞれのタイプに対応する著作として，①高見順『闘病日記』，②池田泰佑『わか
ったか。白血病。相手みてからけんか売れ』，③絵門ゆう子『がんと一緒にゆっくりと』を取りあ
げる。
（表２）「闘病」日記事例の概要
著者 タイトル 出版年 職業 病名 闘病時の年齢（歳）
死亡時期
（年齢）
日記の
執筆期間
高見　　順『闘病日記』 1976 作家（日記作家）食道がん 56〜58 1965.08.17（58）
1963.10.05〜
　　1965.08.17
池田　泰佑
『わかったか、白血病。
相手みてからけんか売
れ　15歳の元ヤンキー
闘病日記』
2002 中学３年生 白血病 15 1998.10.21〜　　1999.03.31
絵門ゆう子
『がんと一緒にゆっく
りと　あらゆる療法を
さまよって』
2000
（文庫版2003）
アナウンサー・
女優・エッセイ
スト
乳がん 43〜47 2006.04.03（49）
2000.10.25〜
　　2004.05.
終了日は不明
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（1）日記から「闘病」日記へ：高見順『闘病日記』の場合
高見順（1907-1965）は，『いやな感じ』や『死の淵より』で知られる作家・詩人である［高見 
1984；2013］。従兄である永井荷風とともに日記作家としても知られ，1941（昭和16）年の蘭印旅
行から1965（昭和40）年の死の直前まで24年間に渡り克明な『敗戦日記』，『終戦日記』そして晩
年には『闘病日記』をあらわしている［高見1990；1991；1992］。なお，本稿で扱う『闘病日記』
は，1963（昭和38）年10月５日から死亡する1965（昭和40）年８月17日までを綴った日記で，高
見が千葉医大付属病院に入院した初日からはじまる18）。高見は，入院した時点ですでに自身が食道
がんであることを知っており，以後病床での日々を克明に記録していく。
日記を綴りはじめた動機
そもそも高見が日記を執筆し始めたのは，旅行中の「原稿の書けない寂しさ」を紛らわすためで
あったが，そこには「同時代の証言という目的」［Keene 2011b：217］が伴っていた。「自分の『若
さ』を取りもどすためにも，できるだけ丹念に馬鹿丁寧に日記をつけよう。中学生のやぼったさ，
正直さを書いて行こう（1941年２月５日）」としていた。これに対して，『闘病日記』の執筆の動
機を見てみると，日記が綴りはじめられてから４日目の1963年10月８日の日記冒頭で「ガンがこ
わくて文士がつとまりますか」とその動機を象徴的に述べている。文士とは，文筆を職業とする者
のことである。『闘病日記』において高見は，それまでのように「原稿の書けない寂しさ」を紛ら
わすことや「自分の『若さ』を取りもどす」ことを志向していない。つまり，『闘病日記』におい
ては，「同時代の証言という目的」から食道がんの「文士」としての「証言」へとその目的が変化
したといえる。
『敗戦日記』と『闘病日記』の概要と特徴
高見の『闘病日記』は，主に五つの項目について綴られている。その五つとは，ａ）入院中の一
日の行動（検査，診察，投薬，治療，睡眠の記録），ｂ）身体の変化（体重の減少，痛み，食欲，
便意，気力の有無），ｃ）見舞客の記録（出版の打ち合わせも含む），ｄ）読書と文学論などの思索
の記録（内村鑑三「求安録」，中江兆民『一年有半』，ブハーリン『史的唯物論』など），ｅ）がん，
死についての自己考察（「『なぜ，死ぬのがいやなのか』と自分に問うてみた」など）である。
ここで，『闘病日記』以前に綴られた『敗戦日記』を見てみよう。高見は，『敗戦日記』において
ｆ）来訪者の記録（「平野徹君（平野謙令弟）来訪（1945年１月１日）」，「来訪者なし（１月２日）」），
ｇ）日記の存在（「家宅捜索をうけるかもしれず」「この日記も気をつけないといけない（１月８
日）」），ｈ）訪問先の記録（「川端家へ行く（４月11日）」），ｉ）戦況の悪化についての不安（「学
生の姿を見かけるのは珍しい（１月10日）」），ｊ）戦争批判（「権力を持つと日本人は残虐になる
のだ（10月５日）」），ｋ）読書と文学論についての思索の記録（「チェホフを読む（７月31日）」）
を綴っている。
『敗戦日記』での「記録する（ａ・ｂ・ｃ・ｄ・ｆ・ｈ・ｋ）」，「不安や恐れのなかで行われる自
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己考察（ｅ・ｉ）」という高見のスタイルは，『闘病日記』にも継承されている。一方で，「日記の
存在（ｇ）」そのものへの警戒や不安は継承されていない。高見は，『敗戦日記』で「日記帳曰く」
と日記を擬人化（２月25日）したり，「私の日記は，─腐ってもいい。いや，腐っていい（４月
７日）」と綴り，自身の日記の存在とは何かについてあらわしている。『闘病日記』では，「この日
記のなかに，苦しみを吐き出して，心にたまった苦しみが，私を苦しめるのからのがれよう（1964
年12月５日）」，「生命の充実というだけを目的に，こうした日記を書きつづける（1964年12月31
日）」と記していることからも分かるように，日記を綴る意義が重視されていく。
つまり，高見にとって「後日のためのメモ」であった『敗戦日記』が，『闘病日記』では「なに
かのための日記ではなく，書くことそれ自体に目的のある日記（1965年４月30日）」へと変換され
ているのである。この変換後，高見の「闘病」日記では，「病い」である「私」が認識されていく
ようになる。
（2）「闘病」のはじまりと「闘病」日記の開始：池田泰佑『わかったか，白血病。』の場合
池田泰佑『わかったか，白血病。』の場合を見てみよう。この「闘病」日記は，1998年10月21日
から11月12日までの「入院，副作用に悩む」編，11月13日から1999年2月2日までを記した「肺炎，
受験勉強で悩む」編，2月8日から3月31日までを綴った「移植，卒業，受験，退院」編の三部構成
になっている。
日記を綴りはじめた動機
執筆を生業とする前述の高見や後述する絵門と比較すると，池田は「元ヤンキー」の中学3年生
であり，自身の経験を綴り，公表するという経験を持っておらず（「大体今まで日記なんてつけた
ことがない」），池田自身も「誰にも見せる気もないし，見られんのも恥ずかしい」［池田2002：
108；34］と，当初は公表する意志さえもっていなかった。
また，池田は，あとがきにおいて日記を綴りはじめた動機について「それはいまだに『？マー
ク』なんです」［同上：229］と述べている。あえて言えば，「とっさの判断というか，苦し紛れの
判断」であった［同上］。「あとから考えれば」，「闘病」日記を綴る効果として「自分で自分に気合
いを入れたり，へこんでいる時に励ましてもらったり，まちがいなくプラスになった」［同上］も
のの，その動機は明らかではない19）。しかし，池田は，徐々に「もし，これを読んだ誰かが元気に
なったり，役に立つなら，それもいいな，と思」うようになったため，「日記を病院に残して退院
していった」［同上：228］のだという。
『わかったか，白血病。』の概要と特徴
池田の日記では，ａ）病院での検査，治療，投薬の記録，ｂ）身体の状況（発熱，つらい，だる
い，痛い，脱毛），ｃ）食事制限と食欲，ｄ）病院生活での気づき（入院している年下の子供たち
とその親の関係，看護師の言動の影響：「不安にさしてるのは，お前らやろーが」），ｅ）ツッパリ
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（白血病や看護師に対するもの：「このボケ白血球どもと闘ってギャフンといわしたる」「看護婦と
闘う」「脱走したら，その時はヨロシク」），ｆ）白血病以前の生活と以後の生活の比較（「俺は正統
派ヤンキーやった」喫煙，飲酒，喧嘩の生活と「頭ツルツル」の生活），ｇ）退院後の生活への期
待と不安（高校受験の準備と失敗）が綴られていく［同上：153-154；44；80-82；76-77；50-54；
79；130；135］。
池田の場合，白血病になって入院した時から日記が開始され，退院前日に「これをもって『池田
伝説』完結します（３月31日）」と綴られて終わる。このように，「病い」のような生と死を認識
せざるをえない「いちじるしく劇的な状況」［Keene 2012：15］を基点として綴られた「闘病」日
記は，「病い」という「その状況自体の異常さゆえに」［同上］執筆者と運命を共にする関係にある。
つまり，池田が白血病にならなければ，日記は書かれなかった可能性が高い。そして，綴られてき
た「闘病」日記も池田が寛解した時に，その役目を終え「完結」するのである。　
また，池田の日記は，日々綴っていくことによって継続性を維持している。
たとえば，池田は，高校受験をするか浪人するかについての悩みを綴っている。高校受験の悩み
については，「なぜ高校にいくのだろう（12月18日）」，「みんなこれ以上差をつけんといてくれ（12
月20日）」，「再発。入試はやめよか（１月５日）」，「昼夜逆転生活は，いい感じ（１月７日）」，「一
番不安なのは入試だ（１月8日）」，「自分が壊れていくだけだ（１月10日）」と６日に亘って綴られ，
「最近ずっと悩んでいると書いたけど，答えはもう自分の中で出てたと思う。ただ，それが正しい
のか正しくないのかの判断ができへんから悩んでいたんだと思う。よく考えれば，自分が正しいと
思う方に行ったらええだけの話やったんかもしれない（１月15日）」と結論づけられている。
このように，悩みを綴り続けることで「言語使用の手続きが何回も繰り返され」，「『自分を知
る』方向が強化され」た結果，池田の日記は「きわめて自己反省的な」［古寺1978：20-21］機能を
もつようになっている20）。この機能は，池田が日々異なる「病い」の「俺」を認識することを可能
とさせているのである。
（3）「闘病記」への「闘病」日記の挿入： 絵門ゆう子『がんと一緒にゆっくりと』の場合
最後に，絵門ゆう子（1957-2006）の日記について，確認してみよう。
絵門ゆう子の場合，日記に関連する著作は『がんと一緒にゆっくりと』と『絵門ゆう子のがんと
ゆっくり日記（以下 ゆっくり日記）』がある［絵門2003；2006］。前者は，自伝的な「闘病記」に
日記の一部を組み込んだものであり，後者は全て日記形式のエッセイになっている。なお，『がん
と一緒にゆっくりと』では，絵門の2000年10月から2003年５月までの「闘病」生活が綴られ，『ゆ
っくり日記』では，その後の絵門の「闘病」生活（2003年11月６日から2006年３月30日まで）に
ついて綴られている。
前者は，絵門がある意図をもって，戦略的にこの方法を選択したものである。絵門以外の「闘病
記」においても，同様の方法をとる場合が見受けられる。ゆえに，本稿では，前者を扱い，日記形
式で「闘病」を綴る意味について考察していくことにする。
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日記が挿入されているのは，2002年12月26日から翌年１月９日の11日間の日記である。絵門に
よれば，公表されていない部分を含め「どうしようもなく具合が悪かった平成十三年の十二月二十
一日から二十五日の五日間はぬけている」ものの，「告知を受けて十日ほどすぎ，ようやく気を取
り直した平成十二年十一月六日から」日記をつけ始めているという［絵門2003：70］。
日記を綴りはじめた動機
「今まで四十数年間，日記を丸一年きちんとつけた年など一年もなかった」絵門は，「そんな私が，
この日記だけは続けた」という［絵門2003：70-71］。その理由について，「『死んでしまうのなら，
最期くらい日記のある日を過ごさなくては』という気持ちがなかったとはいえないが，そういうこ
とより，こういう病気を抱えると，日記をつけておかないと自分の病状の変化や，自分のしてきた
ことがわからなくなって困るから，というのが続けられた理由だと思う」と述べている［同上］。
『がんと一緒にゆっくりと』の概要と特徴
『がんと一緒にゆっくりと』は，絵門が乳がんと診断され，２年に渡って詐欺まがいのものも含
む民間医療をさまよった結果，首の骨が折れるまでに症状が悪化しホスピスを受診したところから
はじまる（第１章「私をホスピスに入れてください」）。２章では，聖路加国際病院での治療につい
て綴られ（「治療開始」），３章において「突然の告知（１節）」から「西洋医学を完全拒否（２節）」
し「『がんちゃん』と名付ける（８節）」までに至った経緯が綴られている（３章「告知から立ち直
るまで」）。そして，食事療法，がん治しグッズや健康食品などの民間療法に傾倒した経験が綴られ
（４章「『がんは治る』は蜜の言葉」），５章の「民間療法の果てに」で病状が悪化した途端に，民間
療法の提供者から「放り出された」経験が綴られる（２節「そしてわたしは放り出された」）。６章
では，聖路加国際病院に行き着いた後の思索（４節「がんは心のしこり」，５節「がんと共存する」，
６節「九死に一笑？」，８節「がんは天使のメッセージ」）について綴られている（「もう一度命を
もらって」）。最後に，「闘病記」執筆の動機と経緯が綴られている（終章「がんって死んじゃうと
思いますか？」）。
絵門の11日間の日記は，ａ）ホスピスでの対処（検査，水抜きや放射線治療，リハビリ，利尿
剤の使用），ｂ）身体の状態（発熱，痛み，呼吸困難，疲れた，つらかった），ｃ）精神的状態（不
安，マイナス思考に陥り，「ピーピー泣いてしまった」），ｄ）安定した精神的状態（「なんて幸せな
新年だろう」「神様，ありがとうございます」，外に出て「気持ちよかった」「がんばらなくっち
ゃ」「みんなに感謝。この日を忘れたくない」）について綴られている。
すでに述べたように，手術の前後など患者にとって最も過酷な時期を記述する際，日記を挿入す
るという方法がとられることがある。ここで，『がんと一緒にゆっくりと』に挿入されている日記
のうち，12月26日の出来事が自伝的な記述に変換されている部分を見てみよう。この日の日記は，
「聖路加に入院。水抜き。とても大変。甘いことではなかった。水抜いて，二時間たった。一リッ
トルの水の分，息が楽になった。西洋医学も大切だ」と綴られている［同上：65-66］。
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他方，同日の出来事について絵門は，２章で次のように記している。「病室に落ち着くと，中村
先生のチームの先生方（中村先生が四十代半ば，他の先生たちは二十代後半から三十代前半）が来
て，すぐに肺の水抜きの施術に入った」［同上：48］。この記述に続き施術の機械や麻酔について
説明がなされ，絵門が日記で「甘いことではなかった」と綴った部分が「闘病記」に記されていく
21）。そして，日記で「一リットルの水の分，息が楽になった」と綴られていた部分は，「一応この
日は一リットルのだけ抜いたところで管に栓をして水が出るのを止めた。水が抜けた分，多少息が
楽にできるようになり，痛みも減ったような気がした」［同上：50］という記述になっている。日
記では「西洋医学も大切だ」と綴られている一文も，「病院の良いところに一つ一つ気づき，それ
を素直に受け止めようとする自分がいる。だが一方で『ほんとうにこれでよかったのか』と葛藤す
る自分もいた」と書き直されている［同上：50；60］。
なぜ絵門は，11日間の日記を挿入したのであろうか。この点について絵門は，「日記はストレー
トで生々しい」［絵門2003：65］ために，この方法をとったと述べている。つまり，絵門は，生と
死を描く時，日記の形式をとらなければ，読者に伝わらないと考えているのである。
（4）３事例についてのまとめ
本節では，三つの「闘病」日記のタイプを確認してきた。ここで，それぞれの「闘病」日記につ
いてまとめておくことにする。
まず，高見順の『闘病日記』についてである。
高見の「闘病」日記には，日々の記録や自己観察という『敗戦日記』から継承された日記として
の役割が見受けられる。日記は，「闘病」体験を「書き留められ，記されるべきもの」へと移行さ
せる機能をもっていたと言える。高見の『闘病日記』は，この機能の観点から注目すべき事例であ
る。しかし，詳しくは次節で述べることにするが，「闘病」を体験したことによって，高見が日記
を綴るという行為の位置づけが『敗戦日記』の頃とは異なるものになっている。『敗戦日記』は，
記録目的と後々役立つかもしれないという必要性のために綴られ，『闘病日記』では，綴る行為自
体が目的となっている。これは，高見が『闘病日記』を綴ることに別の意味を見いだしたからにほ
かならない。別の意味とは，「闘病」生活を日々記録していくことで図られる時間の保存や，「病
い」である〈わたし〉と日記に綴られていく自己との間で行われる対話である。
次に，池田泰佑の『わかったか，白血病。』についてである。
池田の「闘病」日記を重要な事例とするのは，彼が「闘病」体験を日記として綴り，綴り続けよ
うとする動機と，それを可能にする日記の機能に着目するからである。この点についても，次節で
述べる。
池田の場合，白血病を発症してはじめて「闘病」日記が綴られる。ここでも，「闘病」生活の記
録という時間の保存がなされ，病状によって変わっていく自己が綴られる。日々日記に綴られた自
己は，池田が「闘病」生活を送るうえでの相談相手ともいうべき存在であり，高見と同じように，
自己内対話が見られる。さらに池田の場合，日記に日々綴られた自己は，池田の寛解をもって統合
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され，「闘病」日記が終了する。
最後に，絵門ゆう子の『がんと一緒にゆっくりと』についてである。
絵門の場合，ある期間の日記を「闘病記」に挿入することで，読み手が絵門の「闘病」経験を
「もっともらしい」と思えるよう試みている。絵門が挿入した日記は，民間医療を彷徨った結果，
いままで拒否し，否定してきた西洋医学に頼らざるをえないまでに追いつめられた絵門の「闘病」
生活にとって大きな転換を迎えた時期のものであり，身体的にも精神的にも辛かった時期であった。
絵門は，同じ期間の出来事についても他の章で自伝的に綴っているが，日記で綴られている言葉は，
短く簡潔である。このような「スタイルで書かれていること」自体，人々が「闘病」「日記をどう
とらえているのかという日記の認識」［小林2000：74］のあらわれと考えることができる。次節で
詳しく述べるが，絵門の事例では，日記のもつ機能を明らかに意識して使用している点が重要であ
る。
それでは次節で，「病い」の経験に日記形式が適応される意味について考察していこう。
３．「病い」の経験に日記形式が適用される意味
ここまで，日記の定義やその特徴，そして「闘病」日記の定義とその特徴を見たうえで，典型的
な三つのタイプの「闘病」日記について述べてきた。本節では，なぜ「病い」の経験が日記形式を
要求するのかを日記一般のもつ機能の点から考察していくことにする。
ここでは最も重要だと思われる次の五点について述べることにする。
１節で確認したように，「日記を付けることは，言ってみれば時間を温存すること」［Keene 
2012：22］でもあることから，（1）時間の保存という機能を指摘することができる。また，日記
が「一種の自己探究の書」や時としては「告白の書」［Keene 2001b：18；Didier 1976 = 1987：
218］ともいうべき性格をもつため，（2）「私・俺」の認識，（3）多層性をもつ自己，（4）自己内
対話という機能を挙げることができる。そして，日記を個人や生活の記録として扱う場合，「本人
やその周辺で生きた人々の生活の事実や考えや感情に」「生々しく接しうる」［中野1981：225］も
のとして扱っているのは，日記がわれわれにそう思わせる（5）「もっともらしさ（authentictiy）」
を持つからだと考えることが可能である。
（1）時間の保存
〈わたし〉が「病い」にかかった時，日常的な時間を保存するために「闘病」日記を綴りはじめ
ることがある。時間の保存とは，日常的で習慣化した時間感覚を確認することである。たとえば
「起床・食事→通学や通勤・食事→帰宅・食事・風呂→就寝」や「起床→家事・食事→育児→家事・
食事→風呂→就寝」のような生活サイクルのなかで，培われた時間感覚のことを指している。具体
的には，○日は，家族で買い物に行く，○曜日は，可燃ごみを出す，○時に起きるといったことで
ある。しかし，パーソンズの病人役割概念を指摘するまでもなく，いったん患者となり，入院した
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場合，○時に検温，検査，食事のようなこと以外は，ベッドに横になって回復に努めることが求め
られる。ゆえに，今日が何日で何をする日であるというような時間的リズム感覚は，生じにくくな
る。
「闘病」日記では，投薬，食事，排便，体調の変化などが記録として綴られていく。生活や体調
を記録することは，２節の概要項目（高見「ａ入院中の一日の行動」，池田「ａ病院での検査，治
療，投薬の記録」，絵門「ａホスピスでの対処」）に共通して見ることができる。
高見の場合は，「病い」になる以前に綴られた『敗戦日記』から，すでに「同時代の証言という
目的」［Keene 2011b：217］で時間の保存が図られているが，池田や絵門は，「病い」になったと
きから日記を綴ることで時間の保存を図っている。たとえば，池田は「暇すぎてやることもなくな
ってきた。本読むんも，だるい。これが何ヶ月もつづくかと思うと，やる気がなくなる。テレビも
飽きるなあ（11月１日）」，「もしこんな暇な生活が半年もつづくようやったら体がもたん。今，何
時で何曜日なのかも分からんし。やることないから寝てまう。このままでは寝たきりになりそう
（10月31日）」と綴っている。そこで，「一日一ページ寝る前に書く（11月３日）」ことをノルマと
して課すことで時間の保存が図られる。
またここでも，日記がもつ記録という機能，Ａ日の〈わたし〉のことをＢ日の〈わたし〉が振り
返ることを可能にするという機能が利用されている。前述の小林多寿子は，日記を「現在の自己が
過去の自己を書く，未来の自己のために記録する，未来の自己に伝えたいことを書く」「自己のな
かで完結する媒体」［小林2000：82］と述べている。「闘病」日記のなかでは，日々綴られる「（Ａ
…日の）病いの〈わたし〉」の集合体として「病いの〈わたし〉」が形成されていくのである。すな
わち，「病い」の時間を生きていく自己を描いていくメディアとして，日記を位置づけることがで
きる。
（2）「私・俺」の認識
日記は，「一種の自己探究の書」であり，その中では日記のなかで自己の認識が図られている。
高見を例にしてみよう。高見は，日記を綴っている自分のことを「毎日毎日，何かここ22）でしゃ
べっている」「おしゃべりおうむ」とよび，「このおしゃべりが，これがせめてもの私の生きがい」
と述べる（1945年５月27日）。「家宅捜索をうけるかもしれ」ないにもかかわらず，日記のなかで
「おしゃべり」な「私」であるという高見の自覚は『敗戦日記』から継承されている（同年１月８
日）。
そして，高見は「なにかのための日記（1965年４月30日）」と位置づけていた『敗戦日記』にお
いて，日記を綴ることが「後世に結局残りもしないのに，残るかもしれぬとうぬぼれて何か書いて
いる者の不幸。その醜さが後に残るのに，何か書き散らしている者の不幸（1945年１月16日）」で
あると述べている。一方「書くことそれ自体に目的のある日記（1965年４月30日）」と高見が位置
づけている『闘病日記』では，「病いのごとく書け　痴のごとく書け　日記においても然り　自己
反省のため，自己鍛錬のため（否，実際は自己慰薬か）の日記，─かように考えていたが，目的
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などいらぬ。作用を考えるに及ばぬ。病いのごとくに書け（1965年１月19日）」と綴っている。こ
こでは，「おしゃべり」で「うぬぼれ」ている「者」，「病いのごとくに書」く「私」が認識されて
いる。
また，病状や副作用，高校入試を受験するかについての悩みを日記に綴っていた池田は，（高熱
が出る，頭髪などの毛が抜ける，勉強が追いつかないという）現状を受け入れるべきだと思いなが
らも受け入れられない「俺」を認識し，「ひねくれたもうひとりの俺」が「つぶやいている」と綴
る（１月21日）。
このとき，日記を綴るという行為は，「書いたものの保存以上に大切であるように思える」
［Didier 1976=1987：169］。「もはや日記もつけることができないとしたら，それは死ぬこと」と同
義となる［同上］。なぜならば，「おしゃべり」を禁じられた「おうむ」になってしまうことは，
「私」や「俺」を認識できなくなってしまうからである。
（3）多層性をもつ自己
日記は，時系列的に綴られていくという性質をもつと同時に，新しいテーマが日々綴られていく
という断章的構造をもっている。したがって，日記は，これまでの人生を振り返る物語としての自
伝と日々の断章的な自己描写とのあいだに位置づけられる。これは，特に２節で各々の「闘病」日
記概要で述べた項目（高見「ｅがん，死についての考察」；池田「ｂ身体の状況」；絵門「ｂ身体の
状態」「ｃ精神的状態」）で，顕著にあらわれる。ここから，日記に綴られる自己の多層性が生じる。
死亡する５ヶ月前，高見は，自己について次のように綴る。
「私のことをもし考えてくれる人があったら，全体としての私を見てほしいのだ」。「私における
いろいろの矛盾，あるいは分裂─それを私は統一させたいというのが私の願いだった（1965年
３月４日）」。高見が日記のなかで試みようとしたのは，多層性をもつ自己の統一である。それは，
高見が『闘病日記』のうちに矛盾や分裂した自己を意識していたにほかならない。
他方，薬の副作用のため身体的に辛い時期にあった池田は「この日記が俺のすべてじゃない（３
月31日）」と綴る。「これだけを読めば，『良い子やねんなあ』と思われるかもしれないが，それは
誤解だ」と続けたあと，「闘病」期間中，外出の際はマスクをつけるという医師との「約束はほと
んど守れなかったし，タバコ吸ったり酒飲んだりもした（同日）」ことを告白している。池田自身
「なんでそんなことしてんのか分からなくなった（同日）」という。しかし，池田は，「多分，そう
いう無茶な行為をすることがカッコいいことだと変な勘違いをしている」のは，「俺の弱点」であ
り，医療者や家族などの読者に池田が「そういう弱点を持っていることも，覚えといていただきた
い（同日）」と続ける。
また，入院８日目であり，水を抜く施術が行われたばかりの絵門も「いざとなればホスピスに行
くんだって意気込んできたはずなのに，全然死にたくない自分がいた（１月２日）」と新たな自己
の一面を発見している。
これらの「闘病」日記では，高見が自己の統一を試みる一方で，池田や絵門のように自己のひと
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つの側面でしかないことが綴られる。このような高見の試みや池田の綴りがなされるのは，日記の
中に，多層性をもつ自己が存在しているからであると同時に，日記のもつ断章的構造がそれを可能
にするからである。
（4）自己内対話
日記においては，日々綴られていくことで多くの〈わたし〉の断片が誕生する。それは，多層的
な自己の混在である。「闘病」日記は，日々断片的に誕生する多様な自己と対話をしながら，綴ら
れていく。とりわけそれは，日記が日常の記録であることをやめ，自分自身を振り返る装置が介在
する場面において，顕著に見られるようになる。２節での「闘病」日記概要の項目では，高見の
ｂ）「身体の変化」とｅ）「がん，死についての考察」，池田のｂ）「身体の状況」，ｆ）「白血病以前
の生活と以後の生活との比較」，ｇ）「退院後の生活への期待と不安」，絵門のｂ）「身体の状態」，
ｄ）「安定した精神的状態」が該当する。
高見は，「たとえベッドにしばりつけられた生活とはいえ，生きるとは今日を生きることなの
だ」「それでも私は生きる。今日を生きるのだ」と綴り，池田は「何とかなんで，気にすんな。ど
うにかなるやろ。どうせみんな死ぬんやから。もし死んだとしても，みんなよりちょっと早いだけ
やがな。まあ俺は，これごときで死ぬ男ちゃうやろしな。絶対俺はくたばらん。くたばって，たま
るかっちゅ〜の」と綴る［高見1990：222；池田2002：24］。絵門は，「つらい。がんばれば生きら
れる道ができるかな（１月９日）」と述べている。
これらは，誰に向けられた言葉であろうか。「今日を生きるのだ」という高見の言葉，池田が綴
った「俺は，これごときで死ぬ男ちゃうやろ」，「生きられる道ができるかな」という言葉は，読み
手としての自己，すなわち高見自身や池田自身にも向けられている。彼らは，日記のなかで自分自
身を鼓舞し，不安を吐露しているのである。ゆえに，日記は，自己内対話が行われる場所でもある。
（5）「もっともらしさ（authenticity）」
すでに述べたように，「闘病」日記が読者にとって「生々しく接しうるもの」と思えるには，「も
っともらしさ（authentictiy）」があるかどうかが必要になってくる。「もっともらしさ」とは，信
頼性および確実性を意味しているが，本稿では，読者が「闘病記」として出版されたものをフィク
ションとは捉えずに，前述のように「自然のままに，まったくの真実のままに正確に描かれた」
［Rousseau 1770=1966：5］ものであると思わせるに足るものを，「もっともらしさ」とする。
「闘病」日記は，たとえば，投与された薬の種類や量，食事の内容などの細部についての記録的
要素をもつ（２節における，高見「ａ入院中の一日の行動」，池田「ａ病院での検査，治療，投薬
の記録」「ｃ食事制限と食欲」，絵門「ａホスピスでの対処」）。日々綴られていく，このような些事
についての記録は，書き手が曖昧な記憶で「闘病」を綴っているわけではないことを読者に印象づ
ける。また，絵門が言う「後から綴るものには多少の脚色が入ってしまうが，日記はストレートで
生々しい」［絵門2003：65］ため，自伝的「闘病記」のなかに日記を挿入するという理由がある。
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絵門のみならず，「闘病記」において日記の一部を挿入する例がよく見受けられるのは，日記形式
を挿入することによって，自伝的に綴られた「闘病記」に「もっともらしさ」がもたらされるから
である。
さらに，「闘病」日記が「もっともらしさ」をもつことによって，読者はその「闘病」体験を共
有することができるようになる。時間の保存が図られ，日々の「病いの〈わたし〉」にまつわる出
来事（医療者との衝突や検査のつらさなど）が綴られていく日記は，書き手の「闘病」の時間を後
追いしながら，読者も「闘病」を共有することが可能となってくる。なぜならば，「闘病」日記は
「自分を見つめ直し，自分の位置を定める役割を果たすと同時に，他者とのつながりをもつ媒介と
なるという役割も果た」し，「他者とのつながりを媒介」することによって「日記帳というものを
介して結ばれる『同類』という関係」［杉本 2000：162］が成立するからである23）。
つまり，われわれは，「闘病」日記を読むことによって，高見の発病から死，もしくは池田の発
病から退院までの「闘病」時間を辿ることが可能となる。さらに，絵門の自伝的「闘病記」に一部
挿入された数日間の日記を読むことで，絵門の最も辛かった「闘病」経験を追うことができる。あ
る「病い」に罹った〈わたし〉の「闘病」を読者が知ろうとする時，「闘病」日記は，時間という
軸を入れていること，さらに，１日単位で時間が集積されていることによって，（時間を追ってそ
の「闘病」を読むという）ひとつの方向性が示され，読者に共有されやすくなるのである。そして，
日記を綴る側もこの機能を意図しているのである。
おわりに
本稿では，１節で〈わたし〉を綴る形式としての日記とは何かを確認し，日記の成立と生活習慣
化について触れた。さらに，２節において高見順，池田泰裕，絵門ゆう子の「闘病」日記を扱い，
３節で「病いの〈わたし〉」を「闘病」日記として綴ることの意味を日記がもつ機能の観点から検
討した。
ここで，「闘病」が日記形式で綴られていくこととは，いったいどのようなことなのか再考して
みよう。
「病い」の経験を「闘病」日記として綴っていくことは，日々の出来事を記録することのほかに，
曖昧模糊とした「病いの〈わたし〉」の境界を何度もなぞり，「病いの〈わたし〉」を同定しようと
する営みである。それは同時に，今までの〈わたし〉とは異なる「病いの〈わたし〉」として，再
帰的に言説を編んでいく主体となることでもある。だからこそ，「闘病」日記は綴られ続け，完結
しないのである。
また，「闘病」日記では，日々断片的な「病いの〈わたし〉」が綴られていく。それは，その日や
その時間によって病状や体調が変化した結果あらわれる，その時々の「病いの〈わたし〉」が綴ら
れるからである。「闘病」日記は，この断片的に綴られた「病いの〈わたし〉」と今まさに「闘病」
日記を綴っている「病いの〈わたし〉」の対話という往復運動によって「病いの〈わたし〉」を意味
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【注】
１）作家・詩人の荒川洋治は，「日記をつける」と表現するのか「日記を書く」にするのかについて論じて
いる。荒川によれば，「『書く』は，書いた文字がそのときだけにあればいいというものであるのに対し，
『つける』は，しるしをつける，しみをつける，がそうであるように，あとあとまで残す感じがある」
［荒川 2010：44］という。ゆえに荒川は，「こちらの意向をかまわずに既に決まっていることを習慣的
に記すには『つける』がぴったりだ」と定義している［同上］。しかし，本稿では，言葉をつらね，詩
歌や文章を作る意味をもつ「綴る」と表記する。なぜならば，「闘病」日記の場合，「習慣的に記す」だ
けではなく，読み手を意識した日記の利用が見受けられるからである。
２）現在，「闘病」すなわち，「病い」と闘うという言い方は，以前に比べ使用されなくなっている。とい
うのは，現在では，「病い」は闘う対象ではなく，共存するものだと捉えられてきているからである。
しかし，本稿では，現在でも「闘病記」と呼び表されている点に鑑み，発病から治療，回復または死ま
での過程を「闘病」としておく。また，その過程における，治療や日々の記録，その時々の思索などを
出版したものを「闘病記」とする。
３）「闘病記」が「日の目を浴びる」のは，「『書く』という行為に続き，それを『公開する』という行為が
伴って初めて」可能になるという［闘病記専門古書店パラメディカ・闘病記サイトライフパレット
2010：144］。
４）出版された「闘病記」数は，1970年代から1980年代には約４倍，1980年代から1990年代は2.7倍，
1990年代から2000年代は1.8倍になっている。また，執筆を生業とする者が「闘病記」を執筆する割合
は，1980年代以前には42.8％，それ以降は19.1％である。つまり，1980年代以降，市井の人々が多くの
「闘病記」を執筆するようになったと言える。
　他方，「闘病記」古書専門店パラメディカの店主星野史雄は，「闘病記」の時代的な特徴を述べている。
づけていく装置でもある。
一方，「闘病」日記が日記形式をとることは，読み手が書き手の「闘病」を時間軸にそって辿る
ことができ，「闘病」経験の共有を可能にする。それと同時に，「闘病」日記は，発病・治療の経緯
や受診した医療機関などの「闘病」者を取り巻く環境によって異なる様々な「闘病」経験に「もっ
ともらしさ」を与え，読み手はさらに「闘病」経験を共有していく。「闘病」日記は，「闘病」経験
を共有化するためのツールでもある。
最後に，「闘病」経験が綴られることに関連する問いが二つ残されている。一つは，なぜ，われ
われは「闘病」を綴るのかという問いである。これは，いわば「自我論」的な問いである。「闘病
記」を書き，刊行することによって，われわれは「病いの〈わたし〉」が何者であるのかを読み手
（未来の読み手となる書き手も含む）に語って聞かせ，関係性が不特定な人々にも「病いの〈わた
し〉」という承認を求めていこうとしている。そのような行為は，そもそもなぜ行われるのだろう
か。そして，もう一つは，なぜ1980年代以降，人々が「闘病」経験を綴るようになるのか，なぜ
そのような綴りが増加していくのかという問いである。これらについては，稿を改めて検討したい。
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1970年代は，1972年に出版された中島みち『誰も知らないあした　ガン病棟の手記』をはじめ，1978
年のワット隆子による乳がん患者団体「あけぼの会」の設立など乳がん「闘病記」が増加してきた時期
である。1980年代の「闘病記」では，千葉敦子の「闘病記」に代表されるように「著者が読んだ先行
する闘病記が紹介され，まるで患者体験がリレーされているような印象を受ける」［同上：108］。
　1990年代に入ると，1991年の竹中文良『医師が癌にかかったとき』などの医師や患者の家族による
「闘病記」が出版されるようになる。星野は，1998年に出版された埴岡健一『インターネットを使って
ガンと闘おう』を「文字通り『情報が“がん”と闘う武器となる』ことを証明した闘病記だ」［同上：
112］と位置づけている。
　次いで，自費出版大手の新風舎は1994年に，文芸社は1996年に設立され，2000年代には，「『闘病記』
ブーム」が到来した。新刊出版数は，2005年から新風舎が1位であったという（2006年の場合，新刊点
数80,618点のうち，１位の新風舎が2,788点，２位の講談社は2,013点，３位が文芸社で1,468点であっ
た）［同上：115-116］。なお，新風舎が2008年に倒産したため，自費出版の機会は，著しく減少した
［同上：114］。
５）なお，①に関しては，満たしておく必要はない。生い立ちについては，書かれていない場合や詳細に
書かれていない場合もある。しかし，たとえば，「羊〔ママ〕年の今年，自分が還暦を迎えるにあたり，
私は感無量です。戦争は体験していませんが，戦後の食糧難時代に生まれ，そして時代は変わり，高度
成長期を突っ走り，今，痛みの時代へ……」［安藤 2003：3］と総括的に書かれているだけでも，読み
手は，書き手の人生を概ね知ることができる。
６）ここでの個人とは，患者の親，配偶者や子供が「闘病記」を執筆する場合を想定している。
７）日記の形式を用いて創作すること自体は，1980年代以前にもみられる。たとえば，日記体小説として，
V・ユーゴー『死刑囚最後の日』や中島敦「光と風と夢」をあげることができる［Hugo1829=1982；中
島1992］。また，日記を挿入した自伝には，S・ボーヴォワールの『或る戦後』などがある［Beauvoir 
1963=1965］。
８）日記に類似するジャンルとして，自伝と私小説があげられる。
　自伝は，西欧圏において18世紀末からのロマン主義のなかで成立したひとつの文学ジャンルであり，
〈わたし〉の思い出を秩序づけることによって，〈わたし〉の人生を構築しようとする営みである。本稿
では，ルジェンヌにしたがって「誰かが自分自身の生涯を散文で回顧的に語った物語で，その物語が個
人の生活，とりわけ人格の歴史を主として強調する場合」，「これを自伝と呼ぶ」［Lejeune 1971=1995：
10］こととしておく。私小説とは，文学批評家の小林秀雄によれば「自分の正直な告白を小説体につ
づった」ものであり，「人間にとって個人というものが重大な意味を持つに至るまで，文学史上に現れ
なかった」［小林 1935：139］ものである。
　これに対して，日記は，自伝が「総括をめざす回顧的で全体的な物語である」のに対し，「ほとんど
同時的で断片的なエクリチュール，定まった形式をもたないエクリチュール」［Lejeune 1971=1995：
31-35］である。また，私小説との対比においては，私小説が物語の回顧的展望をもっている点で異な
ってくる。
９）もちろん，「書き手の生活体験は，日記の中で，書き手の関心に基づいて脚色される」ものであるし，
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「日記を『ありのままの』生活記録とみなすことはできない」［古屋野・青木 1995：67；加藤 2002：
18］。さらに，日記が生活記録であるという観点にたてば，日記は分析や考察の際の，例証のための資
料となる。その例としては，『ユキの日記』を用いた諸研究がある［桐田1993；加藤 1986；水野 2000］。
10）しかし，実際には，スタンダールのように，意図的に虚偽（その事実がないにもかかわらず，彼は恋
する女性に，死亡した息子がいることや男爵夫人の妹がいることを記している）のことがらを綴ってい
る場合があるという［石川1997：83-84］。
11）ピープスは，平民からイギリス海軍大臣まで出世した人物であり，1660年から1669年にかけて日記を
綴っている。その内容は，彼の性生活を含めた赤裸々な日常生活や賄賂など宮廷や上流社会の頽廃につ
いて書かれている［臼田1982］。
12）その要因として，近代的自己の誕生のほか，製紙技術の向上による日記帳の普及が挙げられる。
13）日本では，『蜻蛉日記』のような古典的日記文学が成立し，独自の展開を見せてきた。キーンは，次
のように指摘している。日本における古典的日記文学では，「大抵の記載次項を，出来事が起こったず
っと後に書き記」されており，「そうして，普通の日記には付き物の，いわばどうでもよいような事柄
が濾過されるのを待った」結果，「一種の自己探究の書」や「時としては」「告白の書」［Keene 2011b：
18］ともいうべき性格をもつものとなったのである。ゆえに，キーンの議論によれば，「日記とは，あ
の最も典型的な日本人の近代文学─『私小説』の始祖」であり，「回想録，あるいは自伝」［Keene 
2012：17］と同義になる。また，小田切も「日本では非常に早い時代から，文学的日記は，日々の出
来事の記録以上のものであり，ややもすれば作者の自伝，あるいは文学批評になる傾向が強かったの」
［小田切 1984：16］だと指摘しており，キーンと同様の見解を示している。
14）歴史学者の村上直次郎は，1906年に出版した『最新女子記事文範』において，日記文を①「一身一家
の経歴などを書き付けた」普通日記文と②「看病とか戦争とか特別のことを書き付けた」［村上 1906：
916］特別日記に分類，説明している。
15）「 闘 病 記 」 専 門 の 古 書 店「 パ ラ メ デ ィ カ 」 作 成 の「 闘 病 記 」 リ ス ト を 基 に し て い る［http://
homepage3.nifty.com/paramedica/2014.03.13］。
16）なお，ここでブログが日記なのかという論点が出てくる。社会心理学者の山下清美は，「WEB日記は
本質的にコミュニケーションの手段として書き続けられていること」から，「自己を物語る場，自分の
物語を聞いてくれる相手がいると考えられる場」であると述べ，「WEB日記は，日記であって日記でな
い」と結論づけている［山下2000］。この点については，今後議論が必要となってくるが，本稿では日
記としておく。なぜならば，本稿においては「一種の自己探究の書」や時としては「告白の書」ともい
うべき性格をもつ「特定の日付が記載された書き物」［Keene 2001b：18；Didier 1976=1987：218］と
して日記を定義しており，ブログや交換日記もこの定義に含まれるためである。
　また，ブログを用いた「闘病」日記は，「『ネット闘病記』と呼ばれ，かつての闘病記にはない魅力」
［闘病記専門古書店パラメディカ・闘病記サイトライフパレット2010：118］があるという。ブログの
「闘病」日記は，紙媒体の「闘病記」に比べ，情報の新しさなどの特徴があるが，何より継続性の点を
指摘することができる。すなわち，内容の訂正も可能となり，読み手は，その後の経過など「著者の直
近の動向を知ることができる」［同上：122］のである。
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17）交換日記として公表されている「闘病」日記は，数のうえでは少ないが，この場合，パートナーとの
やりとりにおいて手紙の様相を呈してくる傾向が見られる［本田1996；杉本2000］。なお，「闘病記」
古書専門店「パラメディカ」で作成されたがん「闘病記」 リスト（1452冊）のうち，交換日記として今
回確認されたのは２冊であった。
18）『闘病日記』は，1965年７月18日からの看護メモを含む，妻の秋子による執筆部分が一部含まれた構
成になっている。なお，高見の日記は和暦で綴られているが，他の「闘病」日記の表記に統一し，本論
では全て西暦で表記している。
19）３節で詳しく述べるが，14日目の「闘病」日記で「最初これを書き出した時は，『一日一ページ寝る
前に書く』と決めとった」［池田 2002：33］と綴っていることから，一日の出来事を記録しておく，
（日記を綴ることで）生活をルーティン化することが動機ではないかと思われる。
20）ここでの「自己反省的」とは，池田が「これを読む方は，『何書いとんねん』と思われるだろーが，一
応自分の中では，大体悩みが解決したと思うから，自己満足でノートを終わらせてもらいます」と綴れ
るほどに，「無理矢理普通になろうとせんと，自然体でいればいいのだと思う」と思うに至ったように，
あることについて，ひとつの解釈がなされることをさしている。
21）絵門は，同様の場面を次のように記述している。
「穴が開くまで数分だったのだろうが，それが大変な時間に思えた。もともとの痛みと息苦しさに緊張
が加わるものだから，体中の神経がビリビリし，手には汗がにじんでくる。穴が開いて管が通ると，逃
げ場をみつけた肺の水が，音を立てて流れ出るような感覚。水が抜けていく肺の方は，なんだかビキビ
キと痛むというか，ゴーと空気が変に入るような感じというか，とにかく気分が悪いし，いったいどう
なってしまうのだろうという恐ろしさがある」［絵門2003：49］。
22）「ここ」とは，日記のことを指している。
23）なお，ここでの「同類」関係とは，「共通項があるからこそそれらのことについて語り合えるのだ，と
いう前提に立った」［杉本 2000：162］関係のことである。具体的には，「闘病」日記の読者である他者
であり，未来の〈わたし〉でもある。もちろん本稿で想定している「闘病」日記は，ブログや交換日記
と異なり，実際に「語り合う」わけではない。
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